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　　　　鯉・回宇翻発委員会（定嚇）

　　　　　　　　議　事・次　第．

t日栫F　51年8月18日㈱午後1時～　

2場所』 F醐発類同会議室

5．議題

　　（、紹和52幽幽ける轄醗騰経費碗勧棚
　　　　に：’ついて　　　　　’

　　，委2・南蜘咽宇宙醗三会（定例会議）諜鮨
　　　　　　　　　　　　　　く

筆20－2・撫雫興る難点開名駅購
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　　　　第19回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　議　三図　旨

日時　　　’昭和51年8月11日㈱　午後’2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会議室　　　　　　　　　　ド

議題　　　一

　。　宇宙開発計画（昭和5「0年度決定）の見直しに関する

　　計画部会及び技術部会の審議結果たついで

資料

委砂「1一鋤8回三三肇蝕（輝1会調諮要旨
委19－2轄醗緬：（昭和5・鞭決定）一の殖し1・．

　　　　　　　に比する技術部会の審講結果について

委1’9一。3轄醗計画（昭和5・年度決定）の志し・

　　　　　　に関する調部会の糖卿酷罧ついて

出席者1　　　’　　…　　　　，　　　　．

　宇宙開発委員会委員長代理　・　　．　網　島．　毅・

　　　〃・：頽・’、．一吉識雅夫’

　　　〃　　”＿　レ　 八悪東禧
　　　グ　　　〃　　　’　　　斎悪成文
関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長　　．　』、　　園　山　重　道

，通商産業省機械情報産業局次長’．　’井 川　　・博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：：角田）’0

　　　　　　　　　　　ω’

　　運輸省大臣官房歯並官．　　　　’　　沼　越　達　也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：右近）

　気象庁総務部長　　　，　隔　　　　　　宇津木．　巌’．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ガ　：高谷）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃・・甕）

　建設省大臣官房技術参事官　　　　　　●宮　内　　　章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ　：渡辺）

事務局

群八面研究謹局血鯛課長．騰誉一
　　　　．〃　　　　・　宇宙国際謬長　　・主　濡　　　信

　　　　〃　．一宇宙麟課長　南村博光他．

6　議事要旨

（1）　第17回宇宙開発委出会（定例会議）講挙要旨について

・た118回韓鵜．贈議）i欝要旨岬され

（3）宇宙醗計画融和5・鞭決定）の殖し礪する計画『

部会及び撚融の講蘇等につ呼
　b技㈱会の審議結果につ嘩

　　　吉謙御会齢ら三三19「2罐ついて調浦
　　bれたのち、以下の質疑応答が行われ、報告が了承された。

　　　　　　　　、・　　　’（2，．
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一一八藤三液酸？液水エンジシの研究における三者の協力体制につい

　　　　ては・規在物議が進行中ということであるが、新しい計画の

　　　　決定時ま’でに結論が出るのか。

　　吉継その繍はな蔽紬加と思われるが・三冠向筋

・・ F研究雛め燗題点や結果について互いにデータや醐の三

一・ E　　流が図られ：るようにする必要があるρあるところまで進んだ

一　　時に一緒になってやらせることを考えるのが妥当・と思う。

6敵錦織小さな鯵はよい力黙れ漱ぎ働・同椥試
　　　膿置旧謝るようなしと回れ鯛題であるゐまだ、見

　　　積りで調整するよう’な段階ではないということか。

　吉識・それ膜翻模と国の予算顯のカ1尊いの問題である。，．

　　　幽き雄歌つ呼喋同利服考えていぐ必要醐り、こ∂

　　　・噸で棚儲の国縫めさせるべきである・こ蝪合蜘

　　　績度ρ問聯あるが・撃発段階傭いては委員会で下しな

　　　け雛講ず・場合砿って縮鍛階でもそうす魏要が
　　　ある。一

．　鋸山測蜆櫛で罰するような難で甑いと考える。・

●臨ご凋劉今織側廊ではそう問平なら撫が、だ

　　　んμ大：き綱駄なつ鰍融纏るめで・吋れ頚
　　　会としでも墜ろいう研究し・何らかの考えをまとめていぎた

　　　い。，　　　∴

一　液灘麟・ンジンの勧の決定については、・技術面だ6で

なぐ’将T岬の脚上げ需騨案ずる必要聯

eノ

斎藤：当面・事業団の計画がアーリアン級ということであったの

　　　で東大として駆れ脚力するということで7七を考えてい

　　た・技術部会第二分科会の審議でも巾のある考えであったた

　　め・訳すぐ何トシと決める必要はないであろう。

吉識この拗の問駄つ呼は・技術部会0こおいては技術的可

　　能齢検討し牽もりで・我か国がどのくらいの重壼の纏を

　　’必要とするのかを予測して＼計画部会において垂熱検討

・すべきで

網島：灘・液一水エンージンの開発等の長期的縮笹についでは、

　　長期ビジヨ瑠別部会の報鵠鋤案して考えていきたい．．

　　今誰加。トンと決める段磨ではない。

弱齢現在・長雑ジョン特別部融業・グルヴ離テーマ別の

　　刀1グループをいぐ？か設けて検討を進めておち、本日φただ

　　いた意見をこれに反映させていきたい。

藤：計画絵に紳でも羨廃熱観点力・ら宇宙櫓門薫化∴

　　信頼性磁後のN三跡の稠等多くの意見が出て紳、．

　　問題点棚確雌つ徳た想えられる6ζれらの意見飯『
　　映させ・ビ酒ンた・とどまらぬ長期総州たて・ることが艘

　　である・長期ビジョン・長期計画、開発計画駆基本計画の関

　　猷ついて・翻局でマスタ」プラ・聴作ってもらいたい。

吉識鉢の轄騨を定着させてい征で鹸鯛醒としで
　　解鋳命・性能等から、連続して抽上げるもの、時婿ち

　　準げるものそれぞれについて相互姻係を整理七・勲でき、

　　るだけ国産技術で・砂ト及び醒を詰るとと鯉ましい
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　八藤：吟回のよ，うに中学報告を出すやり方は賛成だが、計画部会
　　　　　　　　　　　　．i享
　　　鱒でも晦1燦嚇u，＝っ、ぞ瀦が多可た・次回に

　　　はもっと充実させてほしい。・

、網島：宇宙開発奇画としてまとめる段階でく政第的な意見もま之．

　　　まったものにしてφきたい。

　　ので、打上げの定常化、ロケット等の標準化等の諸問題を考

　　えながら進めていく必要があるので、事務局はこれを頭に入

　　れて÷スターブランを作っそ：ほしい。”

②瀬粉の講論結果についで一、
　　　網島計画部会長から資料季49－5に基づき、これまでの参

　　与会及び計画部会の審議を踏まえ、次のよう癒説明が行われ

　　たφち、質疑応答が行われ、中闇報告が了承された。

●　α）衛星の利用についても委員会はもう少し自主的に対処

　　　すべきであるという意見があρた。これについては、これ・

　　　・までのところ障害はなかったが、将来問題が出てくるかも

　　　しれないので・新たな見地から対処したい。・

　　㈲　N呼びN改良型ロケットの利用分担を明確にすべきであ’

　　　るという意見があった6今のところ大まかなものはあるがギ

　　　出てきている衛星め数も多くないため、なかなか難しい。

　　　しかし将来はしかるべき方針を濠める必要があろう。

　　㈲液酸蔽水国ンジンの研究李下に関する、5機関の関係に．

　　　ついては・‘調整が必要なら委員会としても手をうちたい。

　　　放置するわけにはいかない。　　　　一　　　　　　　　・

一（ち1

斎藤：：畏期ビジヨヒ特別部会が担当すべきものと宇宙開発計画と

　　φ聞にギヤンプがあるが、この部分まで長期ビジョン特別部

　　会曙せられ死中三半撒もの甑ってしまうので・醐

　　ビジョン特別部会のやるべき範囲をはっきり、させる必要があ

　・る。

網島：従来の宇宙開発計画は単年渡的なも・Qであったので大きな

　　問題が入り込む余地がなかった。今後は長期的な観点からも

　　考える必要力協るrその形態についても何・らかの機会に考え

　　たい。

　　　　　　　　　　ミ
吉識：まず長期ビジ，ヨツがあり、政策的。予算的可能性を配慮し

　　下期謳繰て侮鞭分を三瀬としてつくるという．、

　　市法も考客ち寝る。　　　　．

開山：指摘していただやた問題点については・早い機会に事務局

　　で整理し、そ艶に？い七検討していただくこととしたい。

　　　　　　　　　｝
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昭和5．2年度における宇宙開発関係経費の見積り方針飽

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和51年8月18日

　　　　　　　　　　　　　　　　も宇宙開発委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　　．定

　　昭和52年度にお・ける宇宙開発関係経費の見積りは下記の方針

　に基づいて行う6

　↑　X線星・超軟X線雲等の観測を行うことを目的とした第4号

　　科学衛星は打上げに失敗したが、x線天文学の分野におけるこ

　．れらの観測の必要性にかんがみ同衛星の観測機能を÷層強化し

　　た代替衛星について、M－5Cロケットたより昭和55年度に

　打ち士げることを目標に、開発を行う。

　　　なお、これに伴い、第7号濠び第8一号科学衛星については丸

　・そり打上げをそれぞれ昭和55年度及び昭和．56年度に変更し

　て、開発を進；める。

．2・電離層観測衛星「うめ」は・本格的観測に入る直前に不具合

　炉生じ・・運用不解となったが・それまでの観測の成果からも・

　同衛星の有効性は十分立証されているので、，「うめ」の予備機

　に必要な改修を加え第2号電離層観測衛星として、N西ヶツト

　　により硲和5●2年度に打ち上げることを目標に、所要の措置を

　講ずる・　一

5『 A三轍鮒御・ソーラバ．ド吸び能動式輔撫関する実験

　　を行うとともた、イオンエンジン等ゐ宇宙機器に関する搭載実

　’験を併ぜ行うことを目的とする技術試験衛星皿型について∴N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ

　ロケットにより昭和5．6年度に打ち上げることを目標に、開癸．

　を行う。

『4。重量約550kgの静止衛星を打ち上げる能力を有するN改

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ　馬射ロケットb性能確認を行うこと等を目的とする試験衛星に

　ついて・昭和55年度に打ち上げることを目標に・開発を行う。

5．気象衛星に関する技術の開発に資するとともにて併せて我が1

　甲の気象業務の改善に資することを目的とする第2琴静止気象

　衛星につ玲て・昭和52年度に米国に依頼して打ち上げる静止

　気象衛星とほぼ同様の性能を有し、かっでN改良型ロヶツトに

　適合した衛星として、昭和56年度に打ち上げることを目標に、

　開発を行う。

6　昭和55年度に予定されている第1回スペーズラブ計画に参

　加するSEPAC計画の実現に努めるとともに、搭載機器の開発

　を行う。．

ス　地球観測街星の研究開発に資するため・・リモートセンシング、

　情報受信処理システムの開発整備を行う。、

a　第4号科学衛星6代替衛星の打上げ用ロケット・として翼一5

　cロケツ・ト（P開発を行うとともに・技術試験衛星皿型を打ち上げ

　るなどのため、引き続き冠ロケットの開発を進ある。

・9．重量500kg以上の静止衛星を打ち上げる能力を有する丘

　ケットの開発に資するため、液体酸素。液体水素エンジンの研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　究開発に必要な施設設備マ）整備を行う。

1α　日本測地原点の確立、国内測地三角細の規正、離島位置の決

　定等を行うこと牽目的とすやレーザ反射気球型測地衛星たつい

　て1・所要の開発研究を行う・　．　　’㌦・
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11・超低高度軌道において騨測等を行う人工衛星及び宇宙環境

　’を利用した材料実験システみについて、所要の研究を行う。

12・上記以外については、「宇宙開発計画」　（昭和50年度決

　定）を推進する。
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宇宙開発に関係する経費6見積．りの取扱いについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和51年8月18日

，ゴ　宇宙開発委員会が見積、りを行う宇宙開発に関する経艶（以下1

　「宇審開発関係経費」という。）の範囲は、宇宙嗣発計画及び見

　積り方針に定められている事項を実施するに必要な経費で1、以

　下の経費が含まれる。

　1．　人工衛星の開発及び研究に必要な経費

　．イ）　技術試験衛星・静止気象衛星等の人工衛星の闇発及び．

　　　　研究に必要な経葎。さらに、人工衛星途）構成要素である

　　　　姿勢制御装置・トランスポンダ、アンテナ、各種観測装置等の

っ　機器（ソマトウエアも含む・以下同じ．）の醗及醐究に

　　　　必要な経費。また、これらの機器の開発及び研究を進め

　　　・る際に小型ロケ，ツト等による搭載実験を行う場合には∵’

　　　　これに要する小型．ロケット等の製作、打上げ等に必要な

　　　　経費も含む。　，　・、一．

　　戸）　ズペースラブ等に搭載する実験装置・観測装置等は、

　　　　人工衛星の構成要素であるので、．これら装置等の開発及・

　　　　び研究に必要な経費も含む。

　　ハ）　なお・開発及び研究を進めるに際して、外国へ委託す

　　　　る場合促はその経費を、国際協力の場合には日本側負担

　　　の経費を見積りの範囲内とする（以下同じ。）。．

＼

2・人工衛星打上げ用ロケットの開発及，び研究に必要な経費

　発及び研究に必要な経費・さらに、打上げ用ロケットの構成要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ　素である誘導装置、エジジン、，タンク材料等の機器、’材料、加

’工技術等の開発及び研究に必要な経費。また、開発及一び研究の

　過程において小塑ロケットによる性能確認等を行う場合には、

　これに要する小型uケットの製作、打上げ等に必要な経費も含

　む。

5人工衛星等の開発及び研究みための施設の整備に必要雄費

　イ）　環i境試験設備・姿勢制御試験設備等人工衛星の開発及び

　　　研究のための施設の整帰に必要な経費。

　ロ）　燃焼試験設備等人工衛星打上げ用ロケットの開発及び研

　　究のための施設の整備に必要な経費。

4・人工衛星等の打上げ及び追跡管制に必要な技術の三三及び研

究・施設の整備並びに打上げ及び追跡管制に必要な経費，

　イ）　射場の設計、打上げ作業手順の策定、迫跡方式の飯盛等

　　打上げ及三三制のた励賄の醗及び研究に必魏

　　経費

　ロ）　ランチヤ六追跡肇置・一テヒメ」タ受信装置等打上げ及び

　　追跡管制のための施設の整備に必要な経費

ハ）　 l工衛星等の打上げ及び迫跡管制に必要な経費　，～

　　　一なお・外国へ打上げ及び追跡管制を委託する場合にはそ

　　の儲を・無白毫力駄殖謡講を行う場飢は1
　　　日本酒負担の霰を見心臓囲内とする・

c
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。　　　5・宇宙開発のために必要な上記以外の経費

諦　例轄醗委員会賜要な鞭．、　、討
　　　　　　　宇宙開発のために必要な普及啓発園調査、国際臨が、

　　　　　　　漁対等¢）経費

　　　E　宇宙開発委員会は、下記の宇宙に関する経費（以下、　「その他

　　　碑翻係艦」という9）やいて偶・関連翻として回す
　　　　ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　OO　　　　　　　　　　．　　’　　　　　　　．’　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　1・　気象観測・科学観測等を目的とするロケットの製作・打上け、1　　　’

●　　　　’デ」タ取得及びこれに要する施護の整備に必要な経費・

　　　・2人工騨を使奴て行う科鞭測・．測塒どの利用（欄の．．

　　　　たやの開発及び研究も食む。）・これに要する施設の整備・機器、

　　　　の開発及び研究等のために必要な経費

　　πi．上記の区分に基づいて見積りを行うに当って、宇：宙開発関係経

　　　　費とその他の宇宙関係経費の双方に関連する経費かあるときは、

　　　事務局で十分調整するもの’とする。　．　’
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